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9：30～11：00（2 号館 1 階マロニエ）  

※  在席責任時間  

演題番号が奇数の発表：9：40～10：20 

演題番号が偶数の発表：10：20～11：00 

 

P-01  富内 檀（日本大学大学院文学研究科教育学専攻）  

上半身の時間経過における筋活動の変化  

 

P-02  井口 貴美（日本大学文理学部体育学科）  

テニスにおけるプレッシャー場面での心理状態が  

パフォーマンスに及ぼす影響  

 

P-03  加部 あすか（日本大学文理学部体育学科）  

化粧行動とスポーツパフォーマンスの関連性  

 

P-04  原 有司（日本大学商学部会計学科）  

旅行誌は読む？見る？  －視線行動による基礎的研究－  

 

P-05  古橋 一樹（日本大学文理学部体育学科）  

大学スポーツにおける喫煙者と非喫煙者の心理面の違い  

 

P-06  江田 浩介（日本大学文理学部体育学科）  

大学生のスポーツ参加動機に影響するスポーツキャリアについて  

 

P-07  毎熊 拳太（日本大学文理学部体育学科）  

保健体育教員養成課程の学生における砲丸投の運動技能  

―立ち投げ動作に着目して―  

 

P-08  高橋 俊補（日本大学文理学部体育学科）  

試合後のバーンアウト傾向に感情特性が及ぼす影響  

 

P-09  山本 群（日本大学文理学部体育学科）  

体操競技団体戦における演技順が実力発揮に及ぼす影響  

 

P-10  菊池 ガジュマル（日本大学文理学部体育学科）  

保健体育教員養成課程の学生における走幅跳の踏み切り技能  

～短助走を用いて～  

P-11  寺田 凌太朗（日本大学文理学部体育学科）  

スポーツ競技において先発出場と途中出場による  

選手の心理的コンディションの違い  

 

一般発表（ポスター）一覧  
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P-12  斉藤 悠太郎（日本大学文理学部体育学科）  

練習試合と公式試合におけるスポーツパフォーマンスの違い  

 

P-13  岡本 隼（日本大学文理学部体育学科）  

自転車競技のステージレースにおける  

トレーニング期分けとコンディショニングの関係について  

 

P-14  大川 華永（日本大学文理学部体育学科）  

集団スポーツと個人スポーツにおける  

チーム内の競争相手の存在によるパフォーマンスへの影響の差  

 

P-15  竹田 勇飛（日本大学文理学部体育学科）  

スポーツ競技の練習時間が選手の有能間を媒介して  

パフォーマンス向上に与える影響  

 

P-16  矢野 佑馬（日本大学文理学部体育学科）  

陸上競技の跳躍選手における stiffness 特性が  

ドロップジャンプの踏切に及ぼす影響  －台高の違いに着目して－  

 

P-17  白井 勝太（日本大学文理学部体育学科）  

スポーツオノマトペによるレスリング選手のパフォーマンスと  

気分状態に与える影響  

 

P-18  片岡 勇(日本大学文理学部体育学科) 

あがりはスポーツにおける新奇性に影響を受けるのか  

 

P-19  鈴木 由紀子（日本大学文理学部体育学科）  

指導者からの称賛と叱責による選手の動機づけとパフォーマンス  

 

P-20  櫻井 雄太（日本体育大学大学院体育科学研究科コーチング学系）  

大学サッカー部におけるチーム文化の解読  

～選手とコーチの関係性に着目して～  

 

P-21  猪俣 克（日本大学大学院文学研究科教育学専攻）  

ソフトテニス競技におけるサーブ前のルーティンと  

心理的状態およびサーブの成否との関係  

 

P-22  菅野 慎太郎（日本大学松戸歯学部非常勤講師）  

１泊２日のスポーツキャンプが視覚障がい児の  

ソーシャルスキル獲得に及ぼす影響  

－ブラサカキッズキャンプ関西 2017 を対象に－  
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口頭発表 A 
（2201 教室）  

 

座長：野﨑 真代（日本大学工学部）  
 

11：10  OA-01  

小沢 徹（日本大学芸術学部） 

若年者における現在の体格と理想の体格に関する一考察  

 

 

11：30  OA-02  

高桑 哲詩（日本大学大学院文学研究科教育学専攻）  

スポーツ選手の自己概念的性格がレジリエンスを介して  

ストレス反応へ及ぼす影響 

 

11：50  OA-03  

富岡 亜祐美（日本大学大学院文学研究科教育学専攻）  

損失認知が意思決定者のプレー選好に与える影響について  

 

12：10  OA-04  

佐藤 紀子（日本大学歯学部） 

大学の一般体育実技における 

「アダプテッド・スポーツ」を用いた授業の教育効果  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一般発表（口頭）一覧  



- 11 - 

 

口頭発表 B 
（2202 教室）  

 

座長：近藤 克之（日本大学スポーツ科学部）  
 

11：10  OB-01  

高階 曜衣（日本大学大学院文学研究科教育学専攻）  

長期の運動負荷後に細胞性免疫能が低下する  

 

11：30  OB-02  

加藤 夏海（日本大学大学院文学研究科教育学専攻） 

「負傷頻発選手」に対する心理的要因を中心とした概念化の試み  

 

11：50  OB-03  

若月 優士（日本大学大学院文学研究科教育学専攻）  

スポーツ競技者の目標設定スキル評価尺度の開発  

および信頼性と妥当性の検討 

 

12：10  OB-04  

髙寄 正樹（日本大学生産工学部） 

フェンシング競技選手のアタック局面における視覚ストラテジー  

 

口頭発表 C 
（2203 教室）  

 

座長：伊藤 英之（國學院大學人間開発学部）  
 

11：10  OC-01  

深田 喜八郎（日本大学文理学部人文科学研究所） 

Low / High density lipoprotein cholesterol 比は  

高強度運動後の線溶活性に影響する  

 

11：30  OC-02  

牛来 千穂子（日本大学大学院文学研究科教育学専攻）  

バスケットボールにおける 

長距離シュート成功の連続に関与する要因 

 

11：50  OC-03  

鈴木 典（日本大学スポーツ科学部） 

クロスカントリースキー競技を対象とした 

シミュレーショントレーニング・システム構築の試み 


